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平成２６年度物流分野における CO２削減ポテンシャル等の関する調査業務 

     要     約      

本業務は、共同輸配送促進施策として同業種・異業種の出会いの場を提供する企業間マッチ

ングシステムの重要性を取り纏めた平成２５年度業務を引継ぎ、本年度より２か年に亘り遂行

する業務である。 

本年度は、検証用マッチングシステムの試行を通じ効果的かつ利便性の高いマッチングシス

テムのあり方を検討した。具体的には、検証用マッチングシステムの整備計画を策定のうえ環

境整備を行い、荷主・物流事業者１５社に参加頂いた試行運用を実施している。試行運用の結

果は、平成２７年度以降の継続運用に繋ぐ解決課題として整理を行った。 

また、マッチングシステムの利活用を促進するインセンティブについて検討する上で、本年

度は、本検討会におけるインセンティブの定義等の整理を行い、次年度における具体的なイン

センティブの取り組みの検討に繋げていくことしている。 

 

1. 検証用マッチングシステムの概要 
（1） 検証用マッチングシステムの概観 

検証用マッチングシステムは様々な業種の企業が、貨物や車両等の情報を登録・照会する事

で、今まで出会う事が出来なかった企業が出会い、共同輸配送検討に繋げ、結果 CO２削減を

実現する事をその目的としている。出会いは、『物流事業者と荷主』に限らず、『物流事業者同

士』あるいは『荷主同士』の出会いも対象としている。 

 

  
図表１．検証用マッチングシステムの概観 

 

（2） 検証用マッチングシステムの要件 

企業の出会いは、検証用マッチングシステムに登録されている物流情報を照会し共同輸配送

実現に向けた話し合いをすべきか判断する事から始まる。よって検証用マッチングシステムに

登録されている物流情報が全方位的に網羅されている事が望ましいが、出会いの機会の拡大を

考慮した場合、過度に登録物流情報項目を設定する事は、検証用マッチングシステムの利活用、

ひいては共同輸配送実現そのものの門戸を閉ざす可能性もある。 

よって物流情報項目は必要最小限に抑制し、企業間の個別話し合いの場で木目細かな調整を

進めて頂くという基本的な考え方をとる事とした。 

必要最小限の物流情報項目は、平成２５年度業務実施のアンケート結果を分析し共同輸配送

実現に大きく影響を及ぼす次の３項目に絞り込んだ。 

    ■臭い(商品特性)   

    ■温度帯(商品特性) 

    ■汚れ(商品特性) 

なおその他項目として、庭先条件や特殊車両等の設備特性等も候補として検討したが、検証

用マッチングシステム試行後の平成 27 年度において、その必要性を再度検討する事とした。 
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2. 検証用マッチングシステムの機能 
（1） 検証用マッチングシステムの稼動環境 

検証用マッチングシステムは、荷主企業と物流事業者がインターネットを介して利用可能な

Web システムで提供する。Web システムの稼働環境ついては、Linux ベースのＷｅｂ・ＡＰ

サーバ及びＤＢサーバの２台をクラウド上に構築しサービスを提供する。 

 
図表２．検証用マッチングシステムの環境 

 

（2） 検証用マッチングシステムの機能要件 

マッチングシステムの提供する機能は、以下の３つである。 

①物流情報データベース機能 

物流情報を登録・編集する機能を提供。クラウドシステム上のデータベースに格納。 

②物流情報照会・話合依頼機能 

マッチングを支援するため、下述の３機能に細分化される。 

・マッチング依頼先を抽出するための照会（検索）機能 

・メール自動送信機能 

     ・マッチング結果登録機能 

③ＣＯ２排出量試算・閲覧機能 

・ＣＯ２排出量試算機能 

燃料法/燃費法/改良トンキロ法/従来トンキロ法を提供。荷主別按分機能も提供。 

・ＣＯ２排出量登録・閲覧機能 

共同輸配送の開始前/後のＣＯ２排出量を登録/集計する機能。 

 
図表３．検証用マッチングシステムの提供する機能 
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3. 検証用マッチングシステムの試行運用 
（1） 検証用マッチングシステムの試行運用 実施期間 

試行運用は、平成 27 年２月１６日(月)午前９時から平成 27年２月２７日(金)午後７時まで

の２週間で実施した。 

 

（2） 検証用マッチングシステムの試行運用 参加企業 

試行運用は、荷主企業：７社 物流事業者：８社に参加頂き実施した。参加企業選定にあた

っては、特定業種に偏った構成とならず、かつ試行期間中の登録情報のエリアが分散しない様、

貨物積み合せの親和性をも視野に入れた選定の考え方をとった。 

 

（3） 検証用マッチングシステムの試行運用 サポートセンターの設置 
試行運用期間中、事務局内にサポートセンターを設置した。役割は次の通り。 

①試行期間中の問い合わせ対応 

②試行期間中の利用実態をモニタリング(ログデータ分析)し利用率の低い企業への活用依頼。 

③登録情報の内容を確認/分析し、マッチングの可能性のある情報を関係企業に情報発信。 

 

（4） 検証用マッチングシステムの試行運用 結果 

試行運用の結果は、次の通りである。 

①総登録件数              ：１２７件 

②内 共輸配送実施に向け交渉に到った件数：  9 件 

③内 共輸配送が実現した成立件数    ：  ２件 

また今後の更なるマッチングシステム利活用に繋げる為、アンケート、及びインタビュを実施

した。サポートセンター対応実態も含めた試行結果より、問題点を洗い出し来年度に繋げる課題

を整理した。 

 
図表４．検証用マッチングシステム試行を通じ洗い出した問題概観 

 

4. 今後の対応 
先ずは、２７年度継続運用に向け、今年度試行で明確化された検証用マッチングシステムの

改修候補項目を整理し、システム改修に繋ぐとともに、新たに鉄道、船舶の共同輸配送も視野

に入れ、追加参加企業検討にも着手する。またアンケートやインタビュで明確化された共同輸

配送実現そのものの問題・課題については、２７年度継続運用時も引き続き整理をする。その

全体像を図表５に示す。図表５に示す検証用マッチングシステムの改修項目の検討は、多数意

見・緊急度・マッチング活性化・システム構造の４側面より候補項目を整理/評価し、２７年度

より具体的改修項目を決定していく。 
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図表５．今後の対応 

 

5. マッチングシステムの利用の促進方法（インセンティブ） 
マッチングシステムの利活用を促進するためのインセンティブの仕組みを検討するにあたり、

本年度は、本業務におけるインセンティブを与える対象場面について整理を行った。具体的には、

「荷主・物流事業者がマッチングシステムの利活用により出会い、企業の話し合いで実現した共

同輸配送の取り組みにおいて、参加企業の合計値のＣＯ２排出量削減が達成された場合」におい

て、何らかのインセンティブの効果を与えることが効果的との結論に至った。 

さらに、インセンティブの検討とともに、マッチングシステム活用による成果を測るための

定数的評価、定性的評価基準について検討を行った。ＣＯ２排出削減量、削減率等の定数的把握

とともに、実現した共同輸配送の難易度、展開期待度、新規性、継続および展望性等の定性的把

握も踏まえ、評価基準の項目の整理を行った。 

平成 27 年度においても、平成 26 年度におけるインセンティブの対象の整理、評価基準の

検討等の内容も踏まえ、引き続き、マッチングシステムの利活用が促進される具体的なインセ

ンティブの仕組みについて検討を行う。 

 

 
図表６．インセンティブの行動定義 

 


